
調査事例：樹脂射出成型〔ホルムアルデヒドの発生〕 
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Ａ事業所およびＢ事業所では、ペレット状のポリアセタール系の原料を射出成形機で

成型する作業を行っています。射出成型機には、いずれも局所排気装置が設置されてい

ません。ポリアセタールはホルムアルデヒドの重合体であり、ポリアセタールを熱加工

する際に樹脂が熱分解（解重合）され、発生したホルムアルデヒドが作業場に発散する

ことが想定されたため、ホルムアルデヒドの作業環境測定を実施しました。 

この測定結果を下記表に示しました。5単位作業場所での測定結果は、第 2管理区分

が１件、第 3管理区分が４件でした。 

ホルムアルデヒドはヒトに対し発がん性がある物質であり、二次的なホルムアルデヒ 

ドの発生が想定される作業場では、ホルムアルデヒドの発生の有無を測定により確認

し、発生を認めた場合は、特定化学物質障害予防規則で定めるホルムアルデヒドのガス

が発散する屋内作業場に対する措置を講じる必要があります。 

 

   

 

 

 

環境･健康 

作業環境測定結果〔ポリアセタール樹脂射出成型作業場〕 

作業場 Ａ測定 Ｂ測定 管理区分 濃度範囲(ppm) 

Ａ Ⅲ Ⅱ 3 0.17～0.20 

Ｂ Ⅲ Ⅲ 3 0.11～0.16 

Ｃ Ⅲ Ⅱ 3 0.08～0.14 

Ｄ Ⅱ Ⅱ 2 0.05～0.10 

Ｅ Ⅲ Ⅱ 3 0.10～0.12 

 


